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なる分子構造を持つ triethylene glycol divinylbenzyl ether (TEG-DVBE) に着目し，UDMA/TEG-
DVBE, PMGDM/TEG-DVBE および PMGDM/TEG-DVBE の調製を試み，Bis-GMA との比較で，ア
ドヒーシブとして用いた際のせん断接着試験および微小引張試験を行い，力学的性質を評価した。口
腔環境を模倣したサーマルサイクル負荷後の引張試験において従来材では接着力に低下を認めたが，
新規開発材では共に有意な変化を認めなかった。破面の SEM 観察により新規開発材が呈するハイブ
リッドレイヤー内に接着強さ及び加水分解安定性に寄与すると考えられる多数のレジンタグの存在を
認めた。すなわち，TEG-DVBE を用いたアドヒーシブは，従来のエステルベース・アドヒーシブより
も歯科修復材料として優れた機械的性質および耐久性を有することを証明した。
これらの研究結果は，築盛陶材の力学的性質（研究１），臼歯－象牙質／新規接着材／コンポジット
の界面の力学的性質（研究２）における多面的な解析データに基づいて結論を導いており，また壊破
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力学的考察も十分に行われている。本研究の歯科生体材料学および歯科補綴学領域への学術的貢献は
高いものである。よって博士（歯学）の学位に相応しいものと判断される。
